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１．概要（Summary ） 

有機・無機系薄膜太陽電池であるペロブスカイト太陽

電池の構造解析に、名古屋大学ベンチャービジネスラボ

ラトリーの設備を利用した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 走査電子顕微鏡（日立 S4300）、段差計（アルバック 

Dektak150） 

 

【実験方法】 

 電界放出型走査型電子顕微鏡を用いて、ペロブスカイ

ト太陽電池セルの断面構造観察や、段差計Dektakを用

いて各層の膜厚測定を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 ペロブスカイト太陽電池セルの断面構造を、走査型電

子顕微鏡で観察した結果 Fig. 1の画像が観察できた。 

 各層をガラス基板上に成膜したものの膜厚をDektakで

調査した。緻密チタン層が 80-100 nm、多孔質な酸化チ

タン層が 400-500 nm、spiro-OMeTAD層が 300-500 

nm 程度であることを確認した。これの膜厚の一致性から、

走査型電子顕微鏡での観察は妥当であり、ペロブスカイト

太陽電池セルができていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Cross section of Perovskite solar cell 

observed by electron scanning microscope. 
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